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協
カ
を
得
た
る
結
妝
に
ぬ
る
。
旣
に
述
べ
た
る
理ti
l
よ 

.
ol>
て
，
縱
し
む
.ば
現
に
戰
邻
中
殆
ど
専
制
的
權
カ
を 

揮
へ
る
掘
ま
の
權
カ
は
大
に
減
縮
せ
ら
れ
ざ
る
可
か
ら 

ざ
る
'に
も
せ
よ
へ
此
の
生
産
及
び
分
配
に
於
け
る
協
同 

の
事
業
が
戰
後
消
減
せ
ざ
る
可
き
や*
實
な
り
。
.統
合 

せ
ら
れ
，た
る

主
要
^
*
の
釉
々
雜
多
な
る
商
社
及
び
職 

H

組
合
の
®
督
を
以
で
、
M
主
側
の
代
亵
渚
ビ
被M
考 

侧
の
代
表
漭
ビ
全
體
ビ
し
て
の
社
會
の
權
威
の
代
表* 

と
よ
ト
成
る
團
體
め.手
に
依
託
す
可
.き
方
法
は
發
見
せ 

ら
れ
ざ
る
や
。
现
に
國.會
に
責
任
を
負
ふ
大KI
長
官
の 

管
理
す
る
是
等
の
統
合
せ
.ら
れ
た
る
產
業
の•指
.#:
監
督 

權
を
.其

等

産

業

，の

主

要

な

る

常
業
潘
並
び
に
國
家
を
代 

表
ず
る
幽
體
の
.手
に
赙
嫁
せ
し
め
、
而
し

V

此
.の
園
體 

ば
甚
だ
し
き
失
態
の
場
合
の
外
、
政
府
の
干
涉
を
蒙
る 

こ
と
な
ぐ
し
て
國
會
の
制
定
し
た
る
法
律
上
の
權
力
を 

行
使
す
る
事
能
は
ざ
る
可
き
や0鬼
に
.例
現
に
ク
ュ
ス
.ト 

、
、
、
シ

ス

タ

ー

の

國

fr
及
び
內
開
の
手
に
集
注
せ
ら
れ
た 

る
.過
多
の
權
能
の
幾
分
が
"
前
記
の
方
法
に
依
つ

v

他

.値
あ
名
問
題
な
り
。
.：
 

，

/ 

J.

■
.

今
R

•
の

顯

著

な

'
る

事

實

は

英

國

が

：

過

去

と

全

く

異

.
れ 

る
國
民
的
並
び
に
國
際
的
飢
織
の
時
代
比
接
近
せ
る# 

而
か
も
其
れ
が
英
國
民
の
政
治
的
經
濟
的
生
活S

し 

人
民
の
監
督
を
有
效
な
ら
し.め

む

ビ

の

蓮
!®
;
が

急

速

に 

發
生
し
つ
、
あ
る
時
期
な
る
こ
と
是
れ
なK
。
凡
，ベ
て 

此
の
如
き
は
.；
方
^
於
て
産
業
上
の
發
.明
の
迤
肫
と
他 

方
に
於
て
は
人
玛
の
敎«
の
進
.步
ょ
'り
し
.て
.、到

..

底
避 

く
何
き
.に
.非
ず
。
然
も
人
圾
を
し
叱
舊
思«
ど

-«
慣
科 

ビ

を
脫
却
.し
て
前
途
：に
橫
は
る
新- »
^
を
發
見
せ
し

め 

彼
等
を
し
て
之
に
適
應
せ
し
む
可
ぐ
宄
分
覺
醒
せ
し
む 

る
に
は
、
今
囘
の
大.職
を
價
.じ
た
レ
し
な
り
。
今
や
戰 

前
の
狀
態
に
復
舊
せ
し
むる
こ

^

は
、
最
早
間
題
に
非 

す
。
間
題
は
寧
ろ
活
服
を
開
て
、
職
勝
後
民
主
的
：制
度
と 

公
共
的
精
牌
の
結
合
よ6

、

如

何

に

多

く

.
の

幸

福

を

人
 

類
社
會
ね
齋
ら
し
得
可
き
，ゃ
を
觀
察
す
る
事̂
.在
办
。

ぐ 

<

'
.

.

.

.
+
• 

V 

.

.

.

..
'■.
'
.
.
••
'
.
、
- 

.

. 

.

.
V

.'
,

■;
'■
'

•

.

.

.ソ
 

v
-
.
-

;:
J'.•_ 
-..'■
-い'/
ず
；
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、ベ；，
'':
:.,;
/

•
'■
.

—

'.
'::
•'.
/'
へ*ノ'
/
、
-:•
•■.
.、-
.
%
-
.
.
.
.
.
.
.
.
.

••
.
•
、
-
' 
ン
 

. 

.

.

. 

V

- .
.
. 

-
: 

.

.. 

.

.

.

. 

V
!
-
.
.:

第
+'
1
潘

(1.

六
九
.ニ)

雜
‘
錄
英
國
改
造
砂
各
問

^w

谗
衆
政
治 

•第
十
二
嫌
.

一
穴
.六

G
養

す

感

乙
_と

敝

は

黑

¥
如
何
ぼ
考
最
羞
す
價

政

治

的
.®
藤
と
均
し
く
、.經
濟
的
不
調
和
も
畢
蔻
過
去 

に
於
て
■
人
も
黨
M '
も
階
級
も
各
自
の
利
己
心
及
び
理 

想
に
熱
中
し
た
る
が
放
に
生
じ
た5
。
戰
爭
に
依
り
て 

«
な
く
公
共
の
利
益
0:
爲
^
!
己

_

牲

の

カ

ビ

國

民

的

統
 

一
の
鑛
神
並
び
：.に
國
家
祉
會
の
爲
進
む
で
舉
公
の
誠
を 

«
す
可
き
個
人
の
.義
務
の
觀
念
と
ば
發
揮
せ
ら
れ
ヽ
如 

何
な
る
形
式
に
於
て
も
獨
裁
政
治
の
危
險な
る

こ

と

は
 

承
認
せ
ら
れ
英
帝
阈
各
殖
尻
地
問
の
好
誼
的
協
同
の
必 

要
な
-，る
こVJ

亦
認
知
せ
ら
れ
た
り
。
幸
に
戰
带
の
危
險 

を
免
れ
た
る
.激
は
•、
前
に
進
’む
で
後
を
滅
み
ず
、
變
革 

を
恐
れ
ず
、
欣
む
で
疋
直
な
る
業
務
を
爲
し
、
其
の
生 

活
の
11
機
は
私
利
に
非
ず
し
て
公
益
に
存
す
る
こ
^
を

ヶ

ッ

テ

，
レ

ル

僧

瑪

>
」

其

0

.

「

勞

へ

' 

働

問

題

及

び

基

，
督

敎

，

(

上)

•

<

高

橋

.誠
 

一

.
郞

，

V 

‘
I 

,

故

の Mainz'' 

僧

正

、

.Wilhelm. Emmanuel. .Freiherr 

vo
n 

K
s
e
l
e
r

は

®

紀.1

千

八

评

十

.
|
'
年

十

ニ

月

ニ

十
 

五
白
恰
も
耶
蘇
降
誕
節
を
以

.V M
l
e
r

に
.生
.る
o

彼 

'れ
-は
富
裕
：な
'るWestfalen

系
の
舊
家
に
、
十
子
巾
.の
第 

三
^
と
し
て
其
の
生
を
享
け
た
る
な
ぅ
。
彼
れ
は
典
の 

物
等
，.の
敎
育：

を
M

f
 

t
e
r

市
f

僧
會
學
校
に
參
げ
、
.

1

千
A
首
.一1

十
四
年
鄕
里
.を
去
.
.つ
て
®
西

y
&
a
i
s

縣 

B
r
®

な
る
ィ
エ
ス
.ィ
タ
派0
學
園
に
學
べ
P

O

罾
れ 

0
生
舟
は
強
堅
な
る
婦
人
と
し
て
知
ら
れ
、
彼
れ
：を
じ 

て
後
年
卓
越
せ
し
む
る
に
至.ら
し
め
た
る
彼
れ
が
，胚
盛 

な

：
る

氣

カ

ば

之

を

.

彼
の
女
^

x

傅

べ

.
&
れ
た
.る
.に
以
た 

i

而
し
て
彼
れ
は
斯
の
如
く
幼
時
よ
し
て
’十
分
な

5

七
.
：：

決
意
し
て
、
戰
後
改.造
の
事
業
に
；當.る
可
&

な
b
e
.

,

,

 

, 

.

(

完：)

館
十
•
ー

您

(

一
六
九
三
：
-

ノ
：

. 

‘錄

扣

タ

テ

V

ム
僧
正
'

と
'
典
の「

勞
働
間
題
及
び
恶
贺
敎
ナ
第
十
，ニ
號



|

I
I

!
•Si

1

1
IM
I

i
m

第
十
一泡

.
-
(
H

ハ
九
s

’
峴

錄

‘

ャ
ソ
デ
>

る
宗
敎
敎
育
を
授
け
ら
れ
た
る
の.- ^
な
ら
ず
、
其
货
度 

10
1
作
に
は
已
に
小
费
の
時
代
ょ6
し
て
；

g

殊
の
宗
敎
r j

風
趣
を
帶
W
び
w R

f
l
t
r

爲
め
化
同
家
の
狩
獵
係
等 

U
被

れ

を「
僧
正
猊
下」

ど
峡
び
替
：す
に
至
れ6 VJ

云 

ふ
。
彼
れ
は
又
芦
外
の
：運
勤
を
愛
好
し
其
少
年
時
代 ̂

は
斑
忍
な
る
遊
獵
者
及
び
登
山
家
ど
し
て
傑
出
せ6
。 

彼
れ
.は
其
の
古
典
文
单
:0
課
稈
を
修
了
し
た
る
後、
‘Jt 

の
注
意
を
^
料
及
び
社
會
則
题
に
傾
け
、「

千
八
百
一
一 

i
九
年
ょ
り
同
三
十
三
年
にI
m
Iて
、
法
律
及
び
經
濟 

の
^
5rG

olttinge^Berlin, 

Heidelberg 

及
^

M
c:
n
* 

c
h
e
n

の
四
大
學
k
受
け
た
b

°G
6
a
n
g
e
n

大
學
净
化 

の
決
圆
に
於
て
、.
彼

れ

は

其

の

鼻

端

を

失

ひ

、
：
終

此

之
 

が
痕
循
を
其
の
顔
®
に
殘
せ
ぅ
。

|
千
八1

ニ
十
三
年 

彼
れ
は
志
願
兵
ビ
し
て
典
役
に
服
し
、
齊
時
下
卜
べ
吕
ど 

し
て
搶
騎
典
聯
隊
^
猢
務
せ
り
。
好
成
績
を
以
て
法
律 

上
の
學
位
潇
這
過
せ
る
彼
れ
は
一
千
八I

二
十
四 

年
初
めV

文
..書
宫
ビ
し
て
行
政
官
班
の
職
に
，任
じ
、

!

千
八
百一

一一

十
七
.年
に
至
る
ま
で
其
の
任
に
业
り
し
が

か
僧
正
と
其
のr

勞
働
問
賊
瓦
びI

欲」

第
十
二
號
一
六
八

同
年
’十
二
月一

日
、

後

年K
e

tte
le

r  

®

身
が
顯
藉
な 

る
役
割
を
取
.る
に
至
：り
た
る
敎
會
對
®
^
の
確
執
に
坐 

し

て
K

6
P

の
大
僧
正D

ro
s

t

が
m
s
に
ょ
&

て
同
«| 

の
外
に
識
送
せ
ら
れ
た
る
後
七

m
、 v

彼
れ
は
六
ヶ
月
間 

广
の
休
暇
を
請
へ
ぅo
彼
れ
が
，其
の
颇
書
中
に
述
べ
た
る 

I

表
而
の
理
由
'は「

行
政
上
の
事
項
に
關
する
彼
れ
の
郯 

I

識
を
增
;;
!
.せ

し

む

る

も

の

？

思

，
料

せ

ら

れ

た

る

諸

般

の
 

(

砂

，究

に

從

ふ

」

に

あ

6しV
J

雖
も
然
も
彼
れ
は
却
つ
て 

\

政
務
の
职
^

を
抛
棄
し
た
，る
の
み_な
ら
す
、j.

千

^

百 

I

三
十
八
.年
五
月
ニ
十
六
日
を
以
て
、
政
府
に
對
し
て
辭
> 

\

表
を
提
出
せ
6
C

彼
れ
が
其
の
地
位
を
拋
つ
に
至
り
た 

I

る
眞
の
動
機
.旨

ら

同

胞

に

寄
：
^

る

掌

警

g

し 

\

た
.る
が
如
く
、
彼
れ
に
其
の
宗
敎
上
の
信
念
を
犠
牲
と 

、
す
る
を
要
求
す
る
が
如
き
政
府
の
下
に
在
り
て
長
く
其 

職
を
舉
t

る
を
潔
し
ビ
せ
ざ
5
し
に
因
る
4
の
な
.

CSO

 

彼
れ
は
自
ら
記
し
て.日

く「

目
下
の
境
遇
は
余
を
宗
敎 

的
職
業
に
向
つ
て
傾
：か

し

む

る,%
の
あ
6
と
雖
も
、
然 

も
佘
は
未
だ
決
意•す
る
こ
と
能
は
ざ
る
な.CS  

.云
々
ミ
。

彼

れ
.は

I

千

八

1'
三

十

九

年

及

ぴ

四

十

年

を.

^

&

&

3
 

に

送

り

、

孜

々

ビ

し

て

其

の

宗

敎

上

の

戒

行

を怠

ら

ざ 

り

し

ビ

雖

も

、

然

も

同

時

代

に

於

け

る

彼

れ

の

書

簡

中
 

に

は

未

だ

彼

れ

が

神

學
'の

硏

究
R
着

手

せ

る

の
事
實
を 

發

見

す

る
J
能

は

ず

、

®

、

寧

ろ

彼

れ

は

當

時

•
如

叩

な
 

る
#

究

に

も

從

事

し

つ

、
あ

り

し

形

跡

な

し

。

菩̂
,
i
 

彼

れ

が

喷

だ

單

に

狩

獵

‘ど

當

時H

S

に

於

て
W
 

行

せ

ら

れ

つ 

> 

あ

り

し
.過

激

な

る

加

特

カ

評

論Hi
s
t
?

 

h
s
c
h
-
p
l
s
c
h
e

 

i
t

e
r

R
就

き

て

云

々

せ

る

を

見

る
 

の

み

。

彼
れ
を
し
て
遂
に
宗
敎
家
た
る
の
決
意
を
爲
さ
じ
め 

た
る
は
常
時
的
0ぼ
|
'

の
僧
疋
に
し
て
、
後§
&

&

3
 

の
«

機
員
大
僧
正
た
る
に
至
れ
る

R
e

is
a

c
h

浪
な
.
0
 

0 

其
ぐ
てv

o
n

 

K
e

g
e

r

は
®
ぐ
驃
騎
與
の
士
官
ビ
し
て 

勤
務
，せ
る
其
の'弟s

c
h

a
rd

 

.及
び
彼
れ

と
等
し
ぐ
^
て 

政
府
に
#
:

へ

て

文

書

官

た

も

而

し

て

後

年

加

:#
力

敎

翁

す

：る
迫
截
、
同
敎
蜇
等
の
逮
補
及S

會
敗
產

の
沒
攸
行
.は
れ
た
る

K
u

ltu
rk

a
m

p
f

の
$
 

t
こ
:A
、、
て 

、.
第
十】

卷

K
/o
t
l
nの
大

傲

正

に

任

勢

ら

れ

た

る
Melchers

:̂
共

^

# 

學
の
硏
究
に
其
の
身
を
委
ね
た6
。
彼
れ
は
.殊
^
窆
ぼ
丨 

&

3 
大
學
に
於
け
る Johann Joseph 

Ignaz D<5ill> 

• 

傅

士
の
請
義
に
出
席
し
、
其
：の
絕
偷
な
る
博
,

に 
}

®

0
て
些
小
な
ら
ざ
る
利
益.を
受
け
た
^s 。

彼
れ
は
時 

R
齡
三
十
三
な
6
き

。
次

い

で
1
千
八
西
四
十
三
年
嗲 

I

I

の
神
學
校
に
入
り
し
が
、
彼
れ
は
同
所
に
於 

|

.
て
は
i/
行

^
0
す
る
：.注
.意
¥
怠

ら

ざ
-
0
\
し
.と
、
"6
ど
刹 

.I

欲
主
義
激
に
近
き
堪
純
な
る
生
活
と
に
由
り
て
著
し
が 

り

き

。
遮

莫

、
彼
れ
の
態
度
が
斯
ぐ
の
如
ぐ
な
り
し
に 

も
拘
ら
中
彼
#

は
其
の
同
窓
學
徒
の
間
に
頗
る
人
蓮
を 

搏
す
る
に
.至

れ

り

。

，
一

千

八

1|
四

十

四

年

六

月
.ー
日
、 

j

彼
れ
は
收
師
の
職
を
授
け
ら
れ
、
而.し
て
此
の
最
初
.の 

傲
職
に
於
で
、
彼
れ
は
い
た
ぐ
あ
ら
ゆ
る
敎
遙
民
殊
に 

幼
者
ょ
り
»
迎

せ

ら

れ

、
幾
千
な
ら
ず
し
.て
同
管
區
內 

の
僧
侶
及
.び
：
慈

.：善

事

務

1C
從

事

し

つ
 

> あ
：
る

»

て

の

考
 

の
間
に
皙
ぐ
愛
好
せ
ら
る
、
吣
茧
れ
り
。
斯
く
て
•皮
て 

は

晚

今

當

财

の

事

愤

を

闻

想

，
し

て

「

佘

は

施

^

と

共

に

(
1

力
/P

D

 

- 

メ

リ

,

.

少

チ

レ

:

s

'

r

^

^繁

ぴ
$

敎」

，'
學

I
.
,
:
.
ー
謙
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V
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I 
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圓
 

•
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:

,

' 

(一

六
九

六
-

)

雜

錄

.

.

ケ
少
デ
レ
ル
整

'
と
北
ハ
の「

勞
磡
跗
胆
及
び
雜
脊
敎

」

-
第

十

二

號

，

ー
七0

又
庶
说
の
||
1
]に
生
活
せ
ぅ
、
而
し
て
親
し
く
被
れ
等
の 

悲
歎VJ

愁
訴
ミ
を
知
悉
せ
6

、

佘

の

注

意

^

®

れ

た

る 

余
が
.管
理
^
委
ね
ら
；れ
た
る
人
段
の
間
に
於
け
る
悲
哀 

は
稀
k
し
て
、
又
余
の
注
意
を
逸
し
た
る
災
害
あ
る
こ 

と
な
し
。
彼
れ
等
は
其
の
憂
愁
を
辦
し
て
佘
に
來
れ&
0 

而
し
て
佘
は
彼
れ
等
に
同
情
し
、

•

彼
れ
等
の
自
員
を
慰
一 

せ
ん
と
欲
し
た
.
b」

V
J

の
富
1
作
す
Y J V」.

を
得
^
し
一 

め
た
-
^
。

■

, 

\ 

I

千
八
西
四
十
七
年
、
其
の
管
區
內
に
於
て
蜜
扶
斯

j 

の
流
行
を
見
る
や
、
彼
れ
は
最
も
熱
心
に
人
民
を
訪
問 

し
、
之
が

救
議
に
努
め
た
h
。
#

g
を
渴
想
し
て
jh
ま 

ざ
.
る

彼

れ

は

.又

政

#

の
*

^
に

身

を

投

じ

た

：救«
 

院
其
，の
他
の
慈
善
的
施
設
の
造
營
を
始
め
と
し
て®
れ

j 

が
其
の
人
民
に
對
す
る
不
睛
の
努
カ
は_
で
洽
く
誠
、め 

ら
れ
、
彼
れ
ば
翌
ー
：千
八
西
四
十
八
年
當
時
ガ§
^

^

に

開

か

れ

た

る

獨

逸

聯

邦

議

會

に
J:
代 

表
し
て
選
出
せ
ら
れ
た
り
。
彼
れ
が
常
選
は
其
の
選
擧 

民
の
多
數
が
新
敎
徒
た
り
し̂
照
し
て
頗
る
注
目
す
可

き
も
.の
あ
る
な
り
。
斯く

’

て
彼
れ
は
其
の
將
來
に
於
け 

る
榮
速
の
遨
を
拓
き
し
が
、
旋
て
彼
れ
の
活
泐
は
又_ 

會
に
在
ヴ
て
其
0-
«
:
«を
現
沴
し
む
る
'
^
至

れ

ヶ

。
J!
'
b 

の
.年
恰
も
彼
れ
を
了
般
祉
會
の
前
に
紹
介
し
、
初
：め
、て
ソ 

彼
れ
を
國
家
的
人
物
た
ら
じ
ひ
可
き
事■
起
れ
h
e 

•scllnowski 

•公
及
.び
伯
爵
：'Au

e
n
a
i
d
.

將
蹲
の
暗
殺 

な 

6
0
. 

•

元V」

此
の
暗
殺
は
政
治
的「

の
も
の
な
h
し
と
*
.も
、 

然
も
を
は
當
時
に
於
け
る
社
會
の
不
滿
ど
密
接
な
る
關 

係
.を
有
し
、
而
し
，て
社
，會
民
主
黨
の
手
に
行
は
れ
た
ろ 

所
業
た
6
し

f

o

そ
は
：同
年
.一
一
一
月
.伯

林

及

び
 

於
て
頗
る
重
大
な
.る
形
#
を
來
さ
し
む
る
^
至
6
た
：る 

暴
動
蜂
起
と
關
聯
し
て
發
生
し
た
る
も
の
な6
。
填
國 

皇
帝
は
.其
の
首
府
.ょ
.

6
*
塵
す
る
の
已
ひ
な
き
にM 

k 

,
普
®
西
王
.は
彼
れ
自
身
の
.都
を
十
四
s

vt
l :
れ
谷
市
街 

戦
に
0

0

U

0
 

K殺
到
し
た
る
叛
徒
等
に
對
し
脫
帽 

し
て
敬
意
'を
表
す
る
の
屈
辱
を
受
く
る
の.止
.む
な
§
に 

至
纟
ぬ
。
-.
-
;而
し
七
恰
も
帝
_

議

會

11
會
中
な
6
し

F
r
a
n
k
f
u
r
t

は
.又
激
發
せ
る
，帝

國

の

狀態
を
反
照
せ
6

,。 

L
i
c
h
n
o
w
s
k
i

及

びA
u
e
r
s
w
a
i
d
:

の
爾
貴
族
は
議
曾
に
於 

け
る
保
守
派
の
錚
々
た
る
人
物
に
し
イ
、
就
中
前̂
.の 

雄
■
は
特
に
民
主
黨
を
し
て
嫌
焉
た
ら
し
む
可
&
法
案 

を
通
過
せ
し
む
，る
に
辦
實
上
與
つ
て
力
ぁ
り
し
な
り
。
. 

過
激
黨
は
這
般
の
事
賞
を
利
用
し
て
：
一
揆
を
烦
動
す
る 

の
目
的
に
供
せ
んV」

決
意
せ
り
。
而
し
て
軍
隊
と
说
衆 

ぐ
し
の
間
に
淨
闘
を̂

ず
る

^

至
れ
b
。L

i
c
h
n
o
w
s
k
i

公 

とA
u
e
r
s
w
a
l
d

將
艰V」

は

一

千

八

两

四

十

八

年

九

月

ー

一 

十

三

'
日
樹
を
«
.へ
て
.
.

F
r
a
n
k
f
u
r
t

市
を
出
.で
^
-
し̂
が
' 

前
な
ぐ
も
靡
民
の
^
む
る
ir
と

爲

て

、
退
跡
^
受
け
、 

B

o

l

r荒
地
の
.小
屋
に
隱
場
を
®
め
たる
も

、

遂
に 

發
見
せ
'ら
れ
て
屋
外
に
引
出
さ
れ
.、
纏
て
猛
惡
な
る
兇 

徒
の
手
に
製
れ
、
ぁ
ら
ゆ
る
蠻
行
の
痕
跡
を
其
の
屍
骸 

の
上
に
殘
し
て
橫
れ
り。v

o
n

 K
e
t
t
e
l
e
r

は
彼
れ
等
が 

葬
儀
の
日
纪
際
し
其.の
慕
前
に
於
て
追
悼
§
演
說
を
行 

ひ
、
沿
く
■
逸
_
杓
に
深
恥
な
ふ
感
應
を
生
發
し
む
る 

に
茬
b
ぬ
。
 

,

彼
れ
：比
固
ょ
b
此
§:卑
劣
な
る
所
業
.に
對
し
て
恐
備 

戰
懷
を
禁
ヤ
る
能
は
ざ
る
旨
を
衷
明
し̂
る
も
、
然
も
.' 

當
時
.に
於
け
る
一
般
施
民
の
涡
猶
に
關
說
し
て
、

「
佘
ぬ 

.

今
や
世
界
を
鼓
動
せ
し.め
.つ

、
あ

；
る

彼

の

#.
高

な

る

思
 

(

想
の
眞
理

&

る
乙
と
を
承
認
す
、
余0

意
見
に
於
て
ば
' 

彼
れ§

の一.

す
雖
も
到
底
火
類
の
到
達
し
得
ざ
る
唛
で 

ii

高
違
な
る
も
の
あ
る
こ
ビ
な
し
。
佘
ぬ#'
に
此
の
a 

j

,*
に
因
6
て
ー
層
^

«
を
豸
す
る
な
纟
、
即
ち
余
ば
.猶 

ほ
#:
く
吾
人
が
這
般
の
幸
福
な
る®
想
a
の
實
現 

相
！

i

な
を
'知
る
も
、
然
.も
是
等
の
理
*

に
對
す
る
渴
想 

の
成
就
に
.向
‘
.つ
て
'强
烈
な
.る
努
力
を
行
ひ
つ
 
> 
あ
る
が 

故
^'
り
？
，

(

和
略
‘
}。
遮
英
s'
■
の
偉
大
な
る
M
想
を
現 

|

實
な
ら
し
む
'る
が
爲
め
に
ぼ
，唯
だ
一
吹
年
段
あ
る
の
み 

而
し
て
ぞ
ぬ
此
の
世
に
彼
れ
等
を
徽
せ
る.

「

 ̂

れ」

»ヽ
の
子
、
，.耶

證

*
レ
侬
賴
す
る
ま
在
レ
。

(

中 

略

0;「

_
れ」

ビ
.共
.に
人
類
は
何
事
を
.も
，成
す
を
#
、
斯 

く
て
.最
高
の
I
圖
も
實
現
し
得
可
き
も
の
ど
爲
る、「

_
 

れJ

な
X
ん
ば
/
c
w何
事
を
も
爲
す
能
は
す
。
甚
人
は

笫

十
5

C

.

六
.九
七)

•

雜
錄
ャ
ソ
テ

’
.レ
ル
：傲
珀
と
茈0 '
.「

勞
撕
閗
龃
浞
於
政
# :

敎」

散
十
一
3

.

一
七一



彼

れ

雜

級
’ 

l

r

傲
l

i

働
問
題
i

塞

f

被
.

|七
11 

V

の
ほ

へ
た
る
眞
理
に
於
て
、

「

彼

の

有

力

者S

?

れ
、
5

千
八
西
四
十
九
年
五

月
'

"
R
r
v
a
c
^
T
J
:

 

! 

\
y 
»
A
k
* 

v
r
- 

• 

k 

,
, 

_

 

r::

;

J 

r

i省
t
し

(7
浚

<
六
る
患(

?4
に
§
^

て
、「

彼 

れ」

の
啓
？

る
方
法
に
*

^

5

f
化
し
て
樂
I 

と
爲
し
、
贫

困

货

み
.つ
、
ぁ
る
®
人
の
同
饱
の
淚
を 

ラ
し
、
f

和
合
と
友
情
と
而
し5

0
人
？

を
最 

も
完
全
な
る
形
態
^
於
て
確
立
す
る
を
簪
る
次t

級 

4

佘
は
是
に
t

て
菩
人
が
善
と
永
鑛
的
平
和
の
社 

#

.?
:
原

復

し

、

而

し

て

.
最

も

自

ft
な
る
政
治
上
.の
諸_
 

度
を
成
*
せ
し
む
る
I

可
ぐ
I

彼
れ」

な
ぐ
ん
；
；

A
 

4

^
 

* 

i

u
 

I

U
 

. 

.

.

. 

t

j
 

ノ

•

ド-
-

ぐ
：
-
へ 

:

.

/

]

t

r
 

i 

n
>
>
u
- 

3

/

.

J
y 

?

 

.to
邕 

s 
の
大
it
JE
v
o
n 

D
i

n>-penbrok

f®
土

 ̂

S

政
府
の
顧
間
官
の
1:
ー
日
に
由
り
て
彼
れ
は̂

#, 

W 4 

け
る
最
I

I

る

蓮

の

：寺
院
？

®
 

H
e
d
l

 J

 

の
主
監
並
に
§
^
象

|

及

び

の

f
IF
l 

J

表
者
S

命
f

れ
？

。
S

は
伯
林
S

T

f

、
' 

H-
s
の
後
彼
れ
に
從
つ
て
M

f

に
*
け
る
伯
爵
夫

人
 

,da 

H
a
h
n
-
H
a
h
n

 

(Gr^in 

Fastfne, 

U
I
H
c
h

 

及
^

《

^l
k

r

}
 

K

J_
■**
.

•

»

f

?

可

ぐ

？

て

後

世

の

i

雛

嘲

笑

の

因

：

2
:

2

こ
§1
^

^

^

女

流

小

馨

を

加

特

ヵ

敎
 

f

る
f

 f

衷
f

深
ぐ
信
じ
I

f

 

f

 

あ
I

:
是
よ
う
f

1

1

c 

’irsNS-sr

今
ジ 

E六
る

；：；： 

至
る
可
き
を
衷
心
ょ6
深
ぐ
信
じ
て
謎
^
ざ
る 

云
々
ビ
主
張
せ
り
。
 

C

•
同

年Ketteler

は

I

寺
院
に
於
て
四
連
は
に 

U 

W

千
乃
至
六
千
人
の
雜
多
な
る
聽
衆
に
對
し
て
膨 

愿

に

關

す

る

說

敎

を

行

へ

*
^
。

そ

は

軍

に

鏡

に

表

巧

る

中

心

思

想

I

所

I

機

と

の

3
に
注
意
を

び

つ

，
威

嚴VJ

大
膽
と
を
以
て
巫
に
巨
細
に
之
を
敷 

祀

せ

る

も

の
k
外

な

ら

ざ

る

な

气

彼

れ

の

功

績

は

時

I

千

八

瓦

四

十

九

年

ー

一

月

ニ

十

一

一

日

L
e

o
p

o
ld

 

S
C

H
-

 

i

敎
授
のM

a
in

z

僧
正
に
任
命
せ
ら
る
、
あ6
し
も 

r

も
彼
れ
の
叙
任
は.法
王
：の
批
淮
を
受
く
る
こ
と
^
次 

ざ
！

。
翌「

千
八
再
五
十
年
ニ
月
ニ
十
四
日
中
炎
僧 

會
は
之
に
代
る
可
き
他
の
三
名
を
推
擧
せ
り、

I

 

K
e

tte
le

r
の
名
4
亦
其
の
中
に
存
せ
し
が
、
同
年
三
月

叶
五
日
.終
.に
羅
馬
法
：王
に
由
り
て
有
效
化M

l
の
f 

疋
に
任
，命
ぜ
：6
ri
-

^

J.o
.
.
' 

f

.

‘
.

二
！
.
：
、

.

彼
れ
は
其
の
僧
正
職
授
任
のt

一
 
一
 

H
を
出
で

す

し

て 

直
ち
に
洽
ぐ
同
市
の
旅
療
院
を
韵
れ
、
病
者
の
爲
め
に 

祈
願
し
、
以V

彼
れ
を
し
て
曾
て
牧
師
と
し
て
著
明7 

ら
L
め
た
る
實
際
的
慈
善
行
爲
に
依5
て
先
づ
其
の
僧
へ 

疋
職
の
就
''
«
を
表
章
せ
ん
と
，«
み
た
.る
の
事
實
は
當
に| 

人
を
し
て
彼
れ
の
^
高
な
る
品
性
の
一
面
を
似
ば
し
む

| 

る
の
資
料
と
し
て
吾
人
は
之̂
擧
ぐ
る
を
得
る
な
6
。
 

| 

彼
れ
は
其
の
長
き
在
職
の
，間
に
於
て
部
下
の
僧
侶
を
し
.

て
彼
れ
s

f

し
て
且
つ
露
的
な
る
資
性
の
影
響

j 

を
戚
得
せ
.し
め
た
か
。.彼
れ
の
私
生
活
は
.嚴
肅
方
正
且
へ 

つ
酷
烈
に
し
て
樸
實
ビ
質
桊
と
の
好
個
の
典
型
と
し.てi 

之
を
職
：る
可
し
o
.
.彼
れ
は
每
朝
四
時
を
以
て
床
を
離
れ.j 

而
し
で
終
：日
色
日?
.て
殆
ど
休
息
す
る
.こ
.ど
な
し
、
彼

. 

れ
&

‘午
後
の
ーI

時
ょ
ぅ
夜
の
十
ニ
時
に
至̂

ま
で
!
1*
. 

女
聽
け
：る
乙VJ

も
稀
：な
ら
ず
^

云

ふ

。

彼

れ

.は

又

說

敎
 

を
•行
ふ
こ
せ
頗
る
多
ぐ
、
各
年
數
次
其
の
管
區
を
視
察 

しv

筏
下
の
做
侶
を
皴
舞
激B

し

'

而

し

て

彼

れ

等

を

‘

,

站

十

一

翁

’ (
H

ハ
九
九

)

雜

錄

夕
-
S
N
l
K
V
^

t̂
lH
J

,1
.
で
其
.
0常
習
.的
.翁
慢
ょ
6

#

®せ
し
む
る
に
.努
め

 ̂

I

彼
れ
はi

千
A
百
五
十I.

尔
‘ス
コ
ロ
ー
ブ
敎
H
の 

敎
父
をM
a
i
g

R
招
致
し
、
次
でj

千
八
矹
ゑ
十
四
年 

に
ば
フ
ラ

ン

チ

ユス
コ
敎
國
を
、
一
千
八
百
五
十
八
年 

に
は
ィ
ノ
ス
ィ
タ
、
派
を
招
致
せ
ぅ
。
彼
れ
は
頗
る§

 

强
く
、
何
人
に
對
し
て
も
嚴
疋
に
し
て
、
其
の.管
下
の
，
 

僧
正
に
.は
荷
重
な
る
戒
行
を
課
せb

。
.
洵

に

彼

れ

は

熾
 

.熱
の
限
り
を
竭
し
て
其
の
職
務
に
當
れ
る
な6 

o絕
偷 

衣
る
游
動
力
を
有
.す
る
彼
れ
は
.當
時
の
pg
題
た
ぅ
し
敎 

會
政
治
の

最
も
困
難
な
る
諸
間
題
に
對
し
て
其
の
心
意 

を
傾
け
た
h

o
彼
れ
は
當
時
羅
馬
加
持
力
敎
會
が
依
つ 

て
以
て
其
の
庶
民
の
間
に
於
ける
權
力
を
*
張
す
る
の 

手
段
ぐ
し
な
甘
，る

社

會

的

及

び

.敎

育

的

施

設

の

構

成

に

參
 

與
し
、
其
の
數
者
の
如
き
，は

Ketteler

其
の
人
に
*

6 

て
初
_め
て
存
在
を
見
る
.に
至
.
6し
な
り
0 

J

千
八
百
五 

十

f

年
彼
れ
はM

a
i
n
z

の
僧
堂
を
改
造
し
て
神
學
硏
究 

の
優
秀
な
る
機
關VJ

な

し

、

尙

：ほ

其

の

管

區

內

：の

數

市 

に

舊

幾0;
攀

^

^

創

設

；せ

：
々

。
.
'
就
中
ぐ

I.

千

.
八

S

五

，
十

九

のr

勞
働
!.
'
{
)姐
及
、び
驻
督
教

」

笫
十
ニ
锶
' 

I
,

七
三



-•*. ノ

奶

十1

餘

(

一
七
〇
〇

〕

,

雜

テ
レ
)V
m
恥
と
其
の

働
{：：)
M
及
び、

1
し

第
十
t— «

m

尔
彼
れ
がD

i
e
s
b
u
r
g

に
建
設
せ
る
も
の
は
«

る
重
耍 

な
る
も
の
な
ぅ
' 
職
人
及
び
徒
弟
組
合
、
失
職
«
<
の 

爲
め
の
救
誕
所
ヽ
相
互
扶
助
救
拨
の
協
曾
ば
彼
れ
の
在 

職
間
に
於
て
急
速
に
設
立
せ
ら
るV
を
見
た
6
、
而
-L 

て
彼
れ
等
は
昔
多
忙
多
端
な
る
管
區
統
治
の
事
務
の
問 

に

在

が

.て

彼

れ

の

注

意

を

受

け

た

る

な

6

。

彼

れ

：
は

加

特

カ

•

と
H
e
s
s
e
h

大

公

國

(
M
a
i
n
z

市 

.«
其

の

首

都

)

ど

の

_

#

を

調

^

せ

ん

，

」

と

を

企81
し 

て
多
少
の
成
功
を
見
たb
。
恰
も
彼
れ
が
僧
疋
就
任
の 

日
に
於
て
上
部Rh

e
i
n
.

敎
會
管
區
の
加
#
力
僧
正
等
は. 

M
a
i
n
z

に
集
合
し
て
一
般
の
同
意
にょ

h

其
の
各
自
の 

國
家
ic
對
す
る
關
係
を
調
整
せ
ん
こ
と
を
議
決
せb
o 

節
し
て
ー
.千
八
豇
五
十一

年
三
丹
及
び
一
千
八
西
五
十 

三
年
六
月
彼
れ
等
は
敎
會
の
要
求
を
全
然
同
一
.
な
る
建 

&

^
中
に
.表
明
し
て
各
個
の
國
家^'
提
出
せ
6
。

|

千 

八
西
五
十
四
年
僧
正vo

n

 

K
e
t
t
e
i
e
r

は

其

の

著b
a
s
.

 

R
ec
h
t 

u
n
d

 

der 

RechtschutN 

der 

Katheiischen 

Kiirche in Deutschland.

?:
上
^
せ
し
J>
、
同
管
次
^

干
な
ら
す
し
て
.五
.版
を
出
す
に
至
^V、'

幾

多

の

稱

|
|

と 

批
評
と
を
受
け
炎
む
。
同
年
彼
れ
は
大
公
阈
政
府
$
假 

©

:^
.の
.條
#
を
^

^
せ
K
y 

o 

.

其
の
後.j.

千
八
百
.六
十
..

1

一
 

年

同「

間
®
に
關
す
る
袖
案
の
提
出
を
見
た
る
も
、
下 

I5
L
に
ょO

て
拒
絕
せ
ら
れ
た
，

CS。

K
e
t
t
e
i
e
r

は
終
^
彼
；れ

がM
a
i
n
z

の
僧
正
.？
し
て 

當
然
有
し
た
る

H
^
s
e
n

の
上
院
.に
於
ける
議
常
を
:̂ 

む
る
.こ
と
な
が
：6
し
も
、
.そ
は
等
じ
く
獨
逛
加
特
力
社 

會
注
_
 (

此
0 -
名
稱
は
佛
人
：

Frangois 

H
u
e
t

が

1,

千 

八
百
五
十
三
年
を
以
て
出
版
せ
る

L
e

 

R
^
n
e social 

d
u

 

c
h
H
s
t
i
a
n
i
s
m
e
.

中
に
於
て
初
め
て
用
ひ
た
る
も
の. 

な6
V
J

云
ふ)

史
上
に
活
蹯
す
る
に
至
り
た
る
僧
會M 

phristoph 

M
o
u
f
a
n
g

に
由
o
て
代
表
せ
ら
れ
た
々o 

彼
れ
は
又
屢
i M

a
i
n
z

ょ
り
も
觅
に
齊
く
31
.^
當
め
.る 

管
區
に
僧
疋
た
る
こ
ビ
を
提
言
せ
ら
れ
た
，る
も
、
然
も 

彼
れ
が
其
の
位
地
を
去'る
こ
ビ
を
拒
絕
し
た
る
.か
或
は 

邦
の
招
致
せ
ら
.
れ

た

る

管

顕

の

政

府

が

彼

れ

，
の

仟

命

を
 

承
認
す
る
を
肯
世
さ
り
し
がk

®

6て
終
.に
其
の
t
IT 

を
見
る
こ
■と
な
か
卜
き
。

v
o
n
.

^

琶
ヌ
は
其
の
生
涯
を
通
じ
て
ヽ
彼
が#

て 

^

1

1

^

1.に
齋
せ
た
る
有
名
な
る
書
中
に
诌
ら
就

し
た
る
が
如
く「

加
特
力
僧
侶」

を
以
て
終
始
し
た
る 

f

l

而
し
て
あ
ら
ゆ
る
彼
れ
の
著
作
に
於
て
又
あ
ら 

ゆ
る
彼
れ
の
事
業
-̂

於
て
先
づ
彼
れ
の
*
意
を
領
し
た 

る
も

の
は
敎
會
に
對
す
る
其
の
無
限
の
愛
と
之
を
し
て 

;史
に
偉
大
に
M
に
有
力
な
ら
し
め
んvj

す
る
其
の
希
望 

VJ

な
..
&き
。

一
千
八
西
六
十
六
年
に
衆
る
.ま
で
彼
れ
は 

大
獨
逸
黨
、
即
ち
非
普#
西
黨
と
看
做
さ
.れ
た
る
も
、 

然
も
彼
れ
は
其
の
後
次
第
に

「

旣
成
の
寧
實J

を
承
認 

し
た
る
の
み
な
6
す
、
其
の
戢
ホ
R
於
て
も
亦
之
を
薇

認
せ
^V。

一
 

千
八
百
六
十
九
年
彼
れ
は
法
會
議
に
列
す 

る
-
が

爲

め

に

羅

艰

に

S

け
b

p
大
多
數
の
®
ia
僧
正
と 

等
し
く
彼
れ
は
法
王
神I?
の
敎
義
に
反
對
せ
り
。
然
も 

彼
れ
は
：神
學
の
研
究
に
深
き
造
詣
を#
せ
.ざ
6
し
が
故
• 

に

決

し

，
て
®:
怖
す
可
き
反
對
fl
&
者
に
ば
あ
ら
ざ
b
き
 ヽ

而
し
て
彼
れ
は
屢
其
の
討
議
に
於
て
矛
盾
掼
着
に
陷
れ 

6
。
彼
れ
が
#
圃
的
生
活
は
彼
れ
を
し
て
神.學

の

，
根

本

義
に
對
す
る
.通
徹
せ
.る
硏
.究
に
耽
ら
し
む
，る
の
餘
暇
を 

見
出W

し
む
る
、と
な
か
，

cv

し
な
Q
、
而
しy>IVIiii：ister

の
. 

神
學
令
士
會
が
彼
れ
に
博
士
の
名
號
を
跗
り
し
は
漸
く 

一
千
八
百
六
十
ニ
年
の
■交
な6

5
。
彼
れ
は
此
の
敎
義 

-R
反
對
せ
る
も
、
然
も
沿
し
之
が
宣
言
せ
ら
れ/a
る
坳

合
に
は
全
然
之
に
服
從
す
る
の
意
思
を
有
し
たb
。
斯 

く
て
蘧
に
彼
れ
は
|
千
八
西
七
十
年
七
爿
十
三
日
之
に 

反
對
の
投
票
を
爲
せ
る
も
、
'
法
王
ょ
り
し
て
私
の
謁
見 

の
旨
を
受
く
る
や
、̂

れ
は
^

の
#

を
敎
#
の
足
下
に 

投
じ
、.
反
復
彼
れ
に
獅
逸
：僧
正
職
に
對
し
て
唭
の
失
は
• 

)

れ
た
る
.别
親
、匕1

# •
と
を
囘
復
ず
可
き
を
切
願
せ
^
'
。

遮
莫
、
法
王
神
塗
の
敎
義
が
宣
言
せ
ら
れ
た
る
時
、
彼 

\

れ
ば
六
十
五
名
ょ
り
成
る
少
數
黨
僧
疋
中
.に
興
の
名
を 

S

述
ぬ
る
乙V

J
*

か
b

き
？
彼
れ
はM

a
i
n
z

に
歸
る
や
非 

|

常
な
る
熟
情
を
以
て
法
主
の行

動
を
«|

|

し
、
法
玉
廳 

の
布
令
に
對
し
て
姑
服
從
の
精
神
を
以
て
悉
く
之
を
承 

認
せ
^V。

加
之
、
彼
れ
は
彼
れ
が
曾
で
攻
擊
せ
る
所
の 

も
の
を
擁
載
す
る
が
爲
：め
に
數
篇
の
册
子
を
さ
へ
著
せ
. 

\ 

6
。
.彼
れ
は
此
の
點
に
於
て
*
督
敎
の
本
義
ヾ
し
眞
正
な 

|

る
敎
會
'の
傅
統
V
J
R背
馳
せ
る
這
般
の
敎
義
を
承
認
す，，
. 

〈

る

--
1

り

も

、
：
寧
ー
ろ

「

基

«
敎
徒
ヒ
し
セ
、
神
學
潘
ミ
し 

て
、
史
學
硏
究
者
と
し
て
而
し
て
市
民
と
し
て

」

其
の 

服
従
を
拒
：否
す
る
の
書
を
發
し

(

'
.ー
千
八
百
七
十
一
.年 

三
月)

、
後
1
1
S間
に
し
て
破
門
の
命
命
を.受
け
、
其
の
' 

取
消
を
見
す
し
て
死
す
る
こ
ャ

」

を
趣
み
た
る(

1

千
八 

百
九
十
年 

一•月
十
日
‘

)

、
彼
れ
.が
條
大
な
る
發
師Ignaz 

v
o
n

 

D
<
5
m
n
g
e
r
.

の
坐
尚
な
る
自
食
心
に
倣
ひ
て
行
動

辭
十
5

 

(
一

七
0

1

)

雜

錄

’

ヶ
タ
デ
>

«/
.
愤
正
2

其
の「

勞
働
問
題
及
、び
驻
齊
敎

」

第

十

ニ

號

ー

セ
3 £



第
十
5
 

(

一
七
、〇
5

理
財
勒
#
々
報

■ 

- 

.

.

.

. 

, 

- 

■

.
 

. 

r
: 

- 

■

す

る

こ

な

か
^
し
な
，

OS。 

，

1-
1

^

K
l
e
r

 
は

普

爵

證

r 

/
<
ギ
^
'る
力
^
ブ
敎
會
に
關
す
る
條
項
を.
»
1&
顧 

^
#
屮
代
誘
入
.す
可
ぎ
を
論
述
.せ)

る
美
文
の
書
K
を 

^

^

^
に
宛
て
た
る
後
>
2叫̂

0
3五
國
な
る
！̂

^
丨
'' 

9
の
大
學
選
擧
區
を
代
表
し
て
帝
國
儀
會
にパ
 

議

席

を

召

む

る

こ

と

を

承

，認

せ

り

。
’
然

も

幾

干

な

ら

ず
 

し
-て
^
れ
は
之
を
辭
し
、
其
の
理
由5:
公
表
せ
6
。
彼

の| 

»
逸
政
府
ビ
加
特
カ
敎
會
と0

^
[«
に
際
し
て
次
政
仔j 

0

1
に
.對
し
i

f

rの
利
益
を
擁
識
tl
る
が
如
め
-;

最

:^
嘆

賞

す

可

き

奥

氣

を

示

し

、

而

も

：
て

敎

會

VJ

國

家
 

V
J

、の

關

係

に

卿

す

る

其

の

意

見

を

主

張

す

る

が

爲

V)
こ

| 

幾
♦
の
出
版
物
を
公
に
せ
り
。
彼
れ

は

1

千
八
.百
ヒr

:

 

\

はi
s

L
j

l
,

九
世
の
大

會

武代
參
列
す

る
於
爲

め
—

构
ひ
5
此̂
疒
赴
き
し
が
其
9
歸
途
に
於
て
病
を
發
し| 

往
年
彼
S

竹
§

友
に
し
て
、
樊

+ ;
み

し

；！
依

\

然
フ
“フ
ン
チ
工

ス
コ
敎
随
の
戒
行
を
持
續し
た
る
敎
父 

a
e
m
e
g

 v
o
n

 

K

I
を
訪
ふ
が
爲
め
にBu

r
g
h
a
l

 

の
m
院
に
立
ち
哿
り
し
が
、
遂

に

て

、
復

M
a
i
g

 

に
齡
る
能
は
ず
、
同
年
七
月
十

一 r.l

n
M
 

B
u
r

^-aus—e
n

こ

逝
け
办
、.時
に
齡
六
十
有
六
な
り
％ 

(

来
完)■

.

i

. 

.• 

. ' 

♦
. 

.

刻
ょ
り
少
し
く
連
れ
，て一

咕
三
十
分
過
阿
部
敎
授.の
撕
會
の
辭
にf

左
記
諸
氏
の
證
ぁ
リ
た
り
此
の

I

氣
强
か
り
し
も
脑
廣
く
盛
會 

な
リ
咅1

乾

濟

上

の

馨 

阪

谷

芳

耶

对
 

1

財
界
の
不
炎
,

:

 

i

氣

贺

勘

碁
 

一
投
W

政
策
と
輸
出
聯
合
.

河

#:
读
辉 

\

ー
ヵ
ン
ト「

味
遠
の
平
和
に

」

か

讚

む

福

田

.
德
三
翁 

ハI

響

し

同
T

ル
控
室
に
於
i

響

.
1

4

盔
く
し
て 

九
時

•，
^

散
貪
せ
リ
茶
話
會
の
出
席
凇
は
左
の
如
し

■
養

，
N

部
、
高
城
の
三
敎
授
、

.
三
年
f

櫻
井
*

小
岛
、
5

幹
^

.

餘
木
、
神
戶
、
•

石S
、

飯
妙
-

弓
場
，
大
谷
' 

1

半
斡
取
|

、
楠
、

' 

本
大
會
は
十
月
' 1
:

日
開
淄
の
像
定
な
リ
し
が
同
日
に
ぱ
的
^
來
极
延
せ

ら

れ

玄

籮

大

會

0

開
催
令
し
管
一
少
蟲
期
せ
し
な
リ

• 

、
 

, 

I 

,
 

-

'

ぞ
^

.

把b

、
- 

.

.

 

、

、
 

〜

：

t 

, 
•
:
,
、： 
ノ

.<
1
.
1:

,

'

-■
■■.
■
■;•/,
'〔

.
'■. 

.

.

.
い
..，
,.
 

V
-
-
.
.
-
.
-
-

-
.
'■
 

.
-
^
.
.
-
^
3
 ̂

.
v
-
 ̂

>
:
.
v 

: 

.

.
'
. 

.

.

. 

'
■
■
■-
.•'
'

:
■:
.
.
. 

.

.

.

.

.

.

.

*:
.

、

' 

-
-

 

.
; 

,

:r.
:
’.
.
，
.
. ' .
,
v ,' 

'り
.
'
'
''
'

'
館
黑

m

財

學

會

k
報

@

理
則
學
會
秋
率
大
會

」

十
一
刀
七

H

午
後
：森堂
に
於
て
開
倘
す
定

i I
)

 
_

_

大

轰

.年

十
 

一
 

i

 

I
f
l 
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